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アフリカ豚熱（ＡＳＦ）はアジア及びヨーロッパで継続的に発生して

おり、特にアジアでは７月にベトナムの豚、韓国の野生イノシシで発生

しています。また、本年 5月には中国で牛の口蹄疫（ＦＭＤ）が発生し

ています。 

新型コロナウイルスの影響で渡航が制限されていますが、一部の

国のビジネス客や技能実習生などに限定し、出入国制限を緩和する

方針が決定されており、今後、訪日外国人旅行者数は徐々に増加

していくことが見込まれます。 

引き続き、ＦＭＤやＡＳＦの侵入リスクや野生イノシシで感染が続い

ている豚熱（ＣＳＦ）のリスクに備え、防疫対策の徹底をお願いします。 
 

 

１ 畜産関係者の海外渡航の自粛！  
ＡＳＦ・ＦＭＤ等の発生地域への渡航を自粛しましょう 
 

２ 消毒及び衛生管理区域への病原体持込み防止の再徹底を！ 
 ①必要のない者を衛生管理区域・畜舎に立ち入らせない 
 ②手指の消毒や専用長靴の着用等、必要な対策を行う 
  ③野生動物の侵入防止対策（適切な防護柵、防鳥ネット等） 

⇒「飼養衛生管理基準を再確認しましょう！」 
 

３ 毎日の健康観察、早期発見および早期通報を！  
 飼養家畜の毎日の健康観察をしっかり行いましょう 
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毎日必ず健康観察し、これらの症状を見つけたら、速やかに家畜保健衛生所に連絡を！ 

中央家畜保健衛生所 ０２３－６８６－４４１０（休日・夜間共通） 
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